
ウェブ回答自由記述 

 

学生・20 代 電子ジャーナル化は、特に国際的な学術交流の促進に大きな役割を果たします。 

一般・30代 電子ジャーナル化自体には賛成である。ただ、紙媒体の需要も一定程度認められ

ると考えられることから、電子配布を基本として、希望者には実費負担で紙媒体を配布する形

が良いのではないか。少なくとも、急に全面的に移行するのではなく、上記のような段階を踏

むべきかと考える。 

一般・50代 電子ジャーナル化に伴って，掲載データ，参考文献等の電子化，外部化もご検討

いただきたい。大量の数値データや参照文献（主に発掘調査報告書）を論文中に掲載すること

は，ページ数の制約で難しいが，電子化すれば容易になると思われる。 

一般・50代 最近は PDF化することが多いので賛成です。経費削減のためにもなりますし良い

と思います。 

一般・30代 近年の状況を加味するとやむを得ないと思います。しかし、印刷物は欲しいです。

例えば印刷物希望会員だけ、別途印刷用の会員費を割り増しすることはできないでしょうか。 

一般・50代 お世話になっております。電子ジャーナル化には、反対です。自宅で印刷したと

しても写真画像や実測図面の精度が落ちてしまうのは、他団体で経験済みです。事務局の皆さ

んには大変ご迷惑をお掛けしますが、追加料金は支払いますので「現状維持」もしくは「併用」

でお願いします。 

一般・30代 いつも会誌が届くのを心待ちにしている会員です。安定的な会誌発行を前提とし

て、会員の投稿があるかと思います。査読誌としての質を担保するためにも、会誌発行にかか

る費用を可能な限り抑えていただくとともに、編集担当の方の負担を減らすことができる最善

の方策を希望致します。 

一般・20代 電子化を希望します。 

一般・20代 電子化は構わないが、本としても発行することを望む。電子のみであると、こち

らで印刷しないと書き込んだりすることができないため。 

一般・60代 紙情報の有用性は高い。併用が望ましいと思う。経費の部分は郵送費を考慮して

決定する必要があろう。私は経費がかかっても、紙媒体の配信を望む。 

一般・70 代以上 これからの会を支える若い世代の方々のご意見を重視してください。また、

実際に原稿を投稿される/された方のご意見を十分に踏まえていただきたいと思います。 

一般・60代 所蔵する埋蔵文化財調査報告書等考古学関連雑誌の減量のためにも優先すべきで

す。全国遺跡報告総覧への掲載を希望します。 

一般・50代 バックナンバーの電子化も合わせて、必ず実施してください。 

一般・50代 掲載論文のオープンアクセス化を希望します。 

一般・50 代 電子ジャーナル化に賛成です。奈良文化財研究所の全国遺跡報告総覧のように、

電子化された文書をインターネット上で検索・閲覧できる仕組みが構築されるとありがたいで

す。ただし、電子化やインターネットに対応した著作権の扱いを確立する必要があるでしょう。 

一般・50代 紙の方が一覧するには便利ではあるし、読むときには紙で読みたい。しかしなが

らすでに現行の冊子形態では、各原稿の体裁にさまざまな制約を与えている。とくに、限定さ

れた、紙幅での情報量確保のため、図版内文字や引用文献は一般に印刷で問題なく視認できる

最小サイズとされる 6.5p を下回るものが常態化しており、紙への印刷が限界であることを示

している。オープンアクセス化も必然となるなかで、紙にこだわることはもはや学術的な営み

の追求にはそぐわない。紙で読むには各人が必要部分をプリントアウトして、という形となろ

う。それにあたって図の解像度チェックには注意していただきたいところとなる。 



一般・20代 過去の刊行分も含め、電子化を検討してほしい。 

一般・60代 本棚いっぱいで、大賛成 

一般・60代 後世に残すなら、最も信用できる紙媒体でも残すべきではないか。 

一般・60代 時代の転換期であるので、様々な意見が出るのは止むを得ないと思うが、会自体

の SDGsを考えれば、電子化を早急に進めるべきと考える。 

一般・20代 電子媒体だと読みにくいと感じ、図版の転載も面倒に感じる。可能であれば紙媒

体で頑張っていただきたい。 

一般・50代 電子ジャーナル化賛成です 

一般・60代 データ配信のみを選びましたが、できれば今まで通りの紙媒体のほうが良いです。 

一般・60代 購入の別はさておき、紙媒体の雑誌も発行はして欲しい気がします 

一般・40 代 電子媒体でも、プリントして図表や写真の精度が保たれる解像度を希望します。 

一般・60代 電子ジャーナル化は時代の要請でありますので進めていただくのが良いとは思う

のですが、留意事項が 2 点あります。〇著者の著作権を絶対に守ること。まちがっても考古学

研究会が著作権を「取り上げる」というような方向には進まないこと。また、過去の雑誌をオ

ープンアクセス化する際には著作権法を遵守すること。他の学会の場合、こうした問題を軽視

している向きがしばしばみられますので、考古学研究会はその轍を踏まないでいただけますよ

う、くれぐれもお願いしたい。〇電子ジャーナル化によって誰でも会誌を閲覧できることは、

一方では良い事なのですが、その一方では会員であるメリットを減少させ、会員減少に拍車を

かける恐れが払拭できません。そのバランスをとっていただきたく思います。 

一般・60代 今日、各研究団体は、会員数の伸び悩みという課題を抱えているように思われる。

印刷費・郵送費の高騰も会費収入増で吸収出来ないことが問題なので、その意味では電子ジャ

ーナル化もやむを得ないであろう。一方、研究会に参加しない会員は、会費を紙媒体の会誌の

購入と理解しているのではないか？そうした私のような世代もいつかは引退するわけで、その

間は電子ジャーナル化しても紙媒体を併存させる意味はあるように思われる。このアンケート

結果を見てみたいと思う。 

一般・50代 印刷費や郵送費のことも考えると電子ジャーナル化は、時代の流れであり、経費

削減という意味でしかたがないと考える。ただ、個人的にはできれば印刷紙媒体を残してほし

いと願っている。 

一般・60代 個人的には印刷物は嵩張るが使いやすいと感じているので印刷媒体は無くさない

でほしい。 

一般・70代以上 電子ジャーナル化に賛成。挿図・写真のカラー化に期待しています。現行紙

媒体でもカラー図版（一部）試行を検討頂けないか。考古フォーカスを隔号或いは不定期とす

る代案もあると思います。 

一般・30代 是非とも既刊冊子についても電子化を希望します。 

一般・20代 印刷は必要に応じて各個人で良いと考えます。 

一般・50代 一定年数だけ独自サーバーに電子データを掲載すれば、最近号は会員だけが利用

できる。（例：韓国の嶺南考古学会のサイトで刊行物の「原文サ－ビス」を見ると、非会員は「権

限がありません」と表示される→会員減少対策になる。）一定年数を経過した後に全面公開（J-

stage や総覧に pdf を掲載）すれば、大きなサーバ容量を維持する必要がない。嶺南考古学の

場合、紙媒体は 1 年間の 3 冊をまとめて 1 回印刷しているように見える。下記は六一書房の目

録から。https://www.book61.co.jp/book.php/K18407 

一般・50代 考古学研究会の現状を鑑みると、印刷紙媒体の必要性の優先順位は低いのではな

いか。 



一般・20代 DOIも付与して欲しい 

一般・50代 オープンアクセス、国境にとらわれない情報の発信と共有、戦争や感染症など状

況変化にも強い研究環境の維持などを考えると、電子化は不可欠です。今は反対する人もいる

かもしれませんが、印刷は 5年後など期限を切って止めて良いと思います。 

一般・50代 学術的発展を考えるならば、オープンアクセス化が望ましいと思います。完全オ

ープンアクセスが難しくても、要旨だけでもオンラインでの公開が必須かと考えます。 

学生・20代 印刷紙媒体が従来通り届いてほしいという思いはあるが、会費と別に費用がかか

るのであれば、データ配信のみで構わないと考える。同じことをいつまでも続けていくことも

難しいと思うので、そのタイミングが正にいま来ているのだろうと感じる。 

一般・40代 電子ジャーナル化してオープンアクセスとすることは時代の趨勢にあっているが、

無料で誰でも見られるようになると会費を払って会員になるメリットが乏しくなるので、そこ

を明確にして欲しい。 

一般・30代 保存用の紙媒体は必要だと思います。 

一般・30代 電子化により、手間や経費が削減できるのであれば行うべきと考えます。仮に浮

いた時間や経費があれば、それで紙面や学会活動を充実させるべき。 

一般・60代 視力が低下した一個人としては拡大が容易な電子化媒体を直接提供いただけるの

は有り難い。 

一般・40代 できれば、これまでに刊行されたものも電子ジャーナルとしてアーカイブされる

ことを希望します。 

一般・50代 オンラインでいつでもダウンロード、閲覧できる状態を維持していただけると嬉

しいです。 

一般・40代 本件に限らず、印刷物は印刷物で利点も多いので、理想的には電子と併用が望ま

しいと考えています。 

一般・60代 電子ジャーナル化に際しては PDFの配信になるのでしょうが、個人的に心配にな

るのが精度です。高精細の PDF で配信されるのであれば、印刷紙媒体は不要です。パソコン・

タブレットの閲覧以外に、論文作成等に際して図版の引用ができる精度なのかどうかが心配な

会員は多いのではないでしょうか。 

一般・60 代 紙媒体の場合、保管場所確保の問題もあるので、データ配信のみでかまわない。

ただし、紙媒体を希望する方への配慮もしっかり行ってほしい。 

一般・50代 紙媒体が無くなることは寂しいが、私事ではあるが、保管スペースのことなども

考えると、電子化もやむなしかと思います。 

一般・40代 支払い方法は、しばらく郵便振替を残してもらえるとありがたいです。キャッシ

ュレス弱者なので... 

一般・40 代 "アナクロな人間のため不安なだけですが、電子ジャーナル化に合わせて原稿の

編集・投稿も電子化されるようですと、投稿者はついていけるのかな、と少し心配しました。

杞憂でしたらすみません。ちなみに、電子ジャーナル化に伴い、文章に「検索機能」が付いて

いると索引が便利になり、いかにも電子でならではのお得感が増すようにも思います。" 

一般・60代 編集作業の増大と印刷費等の削減で実質的な効果は、どのくらいになるか気にな

るところです。データの場合、会員以外に広く拡散するリスクについてはいかがでしょうか。 

一般・30 代 OCR 化されたものであれば大賛成です。紙媒体のものは個人ではなく大学等の研

究室や図書館等の機関に送付されると良いと思います。 

一般・40代 オープンアクセス化、経費削減策から、電子ジャーナル化は不可欠なので推進す

べきだと思います。たとえば今後 10年の会員の年齢構成動態と退会予想者数、それに対する経



費の推移をデータで提示していただけると、印刷紙媒体の継続希望者がより判断し易く、具体

的な議論へ発展できるかと思います。 

一般・30代 電子ジャーナル化、大いに賛成です。ぜひすすめて良かったいただきたいと思い

ます。 

一般・70代以上 電子ジャーナル化に対して、一抹の淋しさを持つが、反対はしません。しか

し、大学や図書館等で閲覧できるように一定数は印刷物として残しては欲しいと思います。 

一般・60代 会員減少の新聞記事を読みました。電子ジャーナル化は、時代の流れだと思いま

す。掲載論文を今までは、コピーできたと思いますが、その対応はどうなるのかと思います。 

一般・60代 時代の流れなので、容認します。 

 

 

法人 電子媒体のみとなると、内容の概略的把握（ページをパラパラとめくるような）の機会

が減ることが懸念されます オープンアクセスの時代において、会員であることのメリットが

なければ、さらなる会員数の減少を招くのではないかという危惧もあります。 

法人 ●大學図書館雑誌担当の●と申します。当館の所蔵とし利用者へ提供するために購入し

ています。現行の会員費も高額ですので、値上げはやむ得ない場合のみ、少額にしていただけ

ればありがたいです。また購読会員の制度を設けていただけるとありがたいです。電子ジャー

ナル化は構いませんが、会員のみ公開の電子ジャーナルは図書館としては非常に不便です。図

書館としてはオープンアクセスまでの期間は紙媒体を購入し配架する必要があります。予算に

限りがありますので、ご理解いただけると幸いです。 

法人 一般利用も可能な書庫で開架している以上紙媒体は必須。電子化であれば会員継続の必

要性も組織内で議論になると思慮される。 

法人 大学研究室では発掘報告書を受け入れていることもあり、書架の圧迫が課題となってい

る。また、学生は文献検索の際にネット環境で閲覧可能かをまずチェックしており、ネットで

見られる場合には紙媒体を手に取ることはほとんどない。 

法人 IPアドレスによる会誌へのアクセスができるなら電子ジャーナルでもいいですが、ID・

パスワードでのアクセスしかできなければ、実質は図書館では使えないので、印刷紙媒体のま

まが望ましいです。 

法人 ・当方は大学図書館のため、1-2 会員情報（年齢）については利用者の多くが占める年

齢層で回答いたしました。・IP 認証方式などの大学図書館で提供可能な形での電子ジャーナル

化を希望いたします。 

法人 博物館なので今のところ上限なく支払えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ハガキ回答自由記述 

 

一般・40代 印刷費か送料がなくなるため、会費は安くなるはずですが、そのことは触れない

のでしょうか？ 

一般・20代 電子ジャーナル化して年会費を下げて欲しい。年会費が負担で脱会を検討してい

るため。 

一般・70代以上 過去の分も電子化を進めてほしい。 

一般・50代 どうしても紙媒体での送付を希望される方もおられると思いますが（特に高齢者）、

可能ならば紙・電子どちらかを選択できるスタイルにしていただけるといいかと思います。 

一般・40代 会員ダウンロードは無料（家族会員制度も作る）非会員は有料、投稿システムは

デジタルとアナログを両立。Onedriveなどに提出データをまとめ、そのリンクに送付できるよ

うにして欲しい。 

一般・70代以上 紙媒体の本紙も欲しいですが、図書スペースの確保が厳しいので、電子配信

で可。但し研究機関についての対応は閲覧提供などもあるため、紙媒体（オンデマンド印刷な

ど）が必要ではないでしょうか。 

一般・50代 冊子の保管場所が省スペース化できると思います。ただし、電子ジャーナルの容

量はどのくらいになるのでしょうか。今後 10年以上、電子データで出し続けていくとデータも

容量不足になることにならないか心配です。 

一般・60代 電子ジャーナル代は必要だと思います。 

一般・70代以上 電子化されたら退会します。コンピューターを持っていないので。 

一般・40代 既刊分のデータ化も希望する。 

一般・60代 データ配信で構わないが、年会費を下げることが条件です。そのためには発行回

数を減らすのもいたしかたないかなと…。それが叶わないのであればそろそろ退会を考えます。

基本的に年金生活者ですので 

一般・50代 検索は対応しないと使いにくいです。 

一般・50代 データ配信になることで会費の更なる値上げがなくなること。フルカラーの図表

になること等を希望します。 

一般・50代 自宅や職場で印刷ができるようにして欲しい。これまでの会誌のように表紙が目

次代わりになるようにしてあればありがたい。内容が一目でわかって必要な（読みたい）論文

にクリックで飛べる（リンク）ようにされていると、使いやすい。 

一般・60代 電子化により、掲載内容が読みやすくなり、また掲載内容の検索がしやすくなる

と思います。 

一般・70代以上 既刊号の論文などの PDF化もあっていいと考えています。 

一般・70代以上 電子化により文献のスピード検索や検索数（文書）の増加に繋がり、会の運

営、会員増加に貢献するものと期待しています。具体的な運営方法について詳細検討をお願い

します。 

一般・50代 経費削減と電子化によるメリットがあり、賛成です。 

一般・50代 オープンジャーナル化を検討してください。 

一般・60代 時代の要請だと思う。 

一般・70代以上 データが壊れた時のアナログ的対処も必要ではないだろうか？（紙のデータ

をどこかのセンターに保管しておくなど）その予算も計上が必要と思う。 

一般・30代 かさばる印刷紙媒体からデータ配信になるのはありがたいです。 

一般・40 代 データの 2 次拡散をどのように防止するのか、とういう対策が必要と考えます。



会員外の方が会員と同じデータを保有しているということが原則ないようにしていただきたい

です。（会員であるメリットの一つが失われてしまうため）データの形式もご議論いただきたい

です。単なる B5 判の PDF で良いのか、あるいはデータに特化して PC 上でも見やすいものにす

るべきか。 

一般・40代 会員への PDF配布といった形で良いのでは（会員サイトを通じての） 

一般・70代以上 ※データ配布の場合、写真や図等はカラー可能になるのでしょうか。 

一般・60代 ぜひ進めていただければと思います。 

一般・60代 大いに賛成です。印刷紙媒体を希望する会員にはオンデマンド印刷で提供しては

どうでしょうか。検討・早期実現を希望します。オープンアクセス化も大賛成です。 

一般・70代以上 写真・挿図の精度を落とさないでほしい。奈文研の「全国遺跡報告総覧」の

それは低すぎる。 

一般・20代 データの消失などもあるので、会員のみ常時ダウンロード可にして欲しい。 

一般・60代 印刷紙媒体の方が読みやすいのでデータ配信のみになった場合でもプリントして

読むようになると思います。読みたいものだけそのようにしてもいいかもしれないです。ただ、

それ以外のものは読まなくなるでしょう。 

一般・70代以上 積極的にお願いします。 

一般・50代 特にありません。時代の趨勢かと思います。 

一般・40代 電子媒体のみを基本として、紙媒体を希望する人には有料で販売する。 

一般・40代 個人としてはデータ配信のみで構わないのですが、大学や図書館では印刷紙媒体

が存在することで会員外の利用が可能になるので、印刷紙媒体も一部は残して欲しいです。 

一般・60代 書庫がいっぱいのため、電子ジャーナル化は大賛成です。 

学生・20代 パソコン操作が苦手で先生、友人に教えてもらいながら何とかやっています。デ

ータ配信も否ではないですが、容量の問題と間違って操作してしまうかもと心配です。丁寧に

分かりやすく説明していただけたら可能です。 

一般・70 代以上 一気に電子ジャーナル化するのではなく、1 年〜3 年くらい紙媒体と併用し

てみてはいかがでしょうか。その間にメリット・デメリットの声が出てくると思うので若干修

正することも可能かと思います。 

一般・60代 電子化の場合には退会いたします。 

一般・70代以上 電子ジャーナル化に対応できないので、退会を考えます。（高齢のため） 

一般・70代以上 電子ジャーナル化に反対。電子ジャーナル化した場合は退会する。パソコン

の字が細かすぎて読解が困難。 

一般・40代 印刷紙媒体の継続を強く希望します。 

学生・20代 昨今の趨勢を鑑みるに、電子ジャーナル化はやむを得ないと思いますが、個人的

には紙媒体の配布は継続して欲しいです。 

一般・70代以上 活字として手元に置きたい。 

一般・40 代 2 について必要な号を希望し、＋料金で紙媒体を送付されるなど、0 か 1 ではな

くて選択肢があれば良いです。 

一般・40代 実費負担で構いませんので冊子の制作を継続していただきたいと考えます。デー

タのみになった場合、他分野に目を通す機会が薄れ、分野の細分化（悪い意味での）が進むこ

とを危惧します。 

一般・70 代以上 通常会費は 4,000 円で年４冊刊行ならば冊子送付を希望する。将来的には、

データ配信となると思うが当面（会費 5,000 円ぐらいの間）は、冊子とデータのどちらかを選

べるようにしてはどうでしょうか。 



一般・50代 最終的に電子化は避けられないとは思います。だがもう少し粘って欲しいと思い

ます。電子化したら 1 年間は李ポジ年には up しないで欲しいです。大変でしょうが事務局頑

張ってください。 

一般・70代以上 電子化すれば退会します。 

一般・50代 データ配信の準備ができたものを PDF化し、そのデータを安価な印刷所を探して

PDF印刷紙媒体希望者に配布する。PDFに対応した安価な印刷所は最近多いと思うので、かなり

安く仕上がるのではと愚考する。（もちろん、仕上がりの質は多少落ちるとは思うが…） 

一般・60代 印刷紙媒体と同額もしくはそれ以上の価格にする。 

一般・50代 そうしたらなし崩し的に会員が減る。 

一般・60代 長い文章を画面で読むのはしんどいのでプリントアウトするか読まなくなり退会

すると思います。 

一般・50代 社会の流れに沿って電子化はやむを得ないとは思うが、個人的には電子化開始の

年度前に退会を考えています。 

一般・70代以上 電子版は読みにくい。雑誌など自由に持ち運べますが、電子版だと操作が面

倒な上に自由にどこでも読めるとは限らない。かさばらない利点はあるが、以上の難点がある。 

一般・60代 ことの良し悪しは別として、自分としては電子データで論文を読むことには不慣

れなため、紙媒体に頼ることになると思います。 

一般・70代以上 組織はいうまでもないことですが無限ではありえません。将来研究会が立ち

行かなくなった時、電子ジャーナル化した『考古学研究』はどのようにして保存され、将来の

学徒に提供されるのでしょうか。この点を心配します。小生は、学生の時からお世話になって

いますが、電子ジャーナル化になる時が、汐時の一つかと考えております。 

一般・60代 電子ジャーナル化は時代であると思いますが、冊子の刊行を望みます。 

一般・50代 印刷紙がなければ読まなくなります。これ以上の会費増額は反対です。 

一般・60代 印刷紙媒体の継続を希望します。 

一般・60代 紙の考古学研究は重要です。 

一般・70代以上 論文執筆に際しては、紙媒体が必要です。また、引用した際の校正などには

紙媒体がなければ、プリントアウトが必要になります。写真などもプリンター次第で鮮明にな

りません。学会・博物館紀要なども電子化は読まない傾向を助長します。 

一般・60代 ※ページ数、論文数も価格に合わせ、減らすのも方法かもしれません。 

一般・70 代以上 毎号 100p 近くパソコンの画面を見、必要箇所を印刷する。パソコン画面を

見るのが大変労力である。会費を払って、尚且つパソコンを見せられるのは嫌である。会費無

料ならまだしも。 

一般・30代 過去の『考古学研究』を電子化し、お金を取るような仕組みにできればいいなと

思います。紙媒体は残すべきと思います。 

一般・60代 電子ジャーナル化も良いが基本は会誌だと思う。電子ジャーナル化すれば会費は

安くなるのか。 

一般・40代 電子ジャーナルに対応できた以下たの存在。電子化に伴うデータのやりとりと会

員減少。1年間での印刷回数を 4から 2回にするなど支出を圧縮するのが望ましいと考えます。 

一般・70代以上 時流としては、了とするが、自身としては、紙媒体の方が読み易いため印刷

物があれば助かる。 

一般・60代 冊子体の発行は継続していただきたく思います。 

一般・50代 現在はペーパーレス化が言われるが、学術書は紙媒体の方が参考文献が探しやす

いし、コピーしやすい。紙媒体を希望します。本アンケートの集計、取りまとめ大変お疲れ様



です。よろしくお願いします。 

一般・60代 本棚には負担がなくなり、有難いが、紙ベースのものがあれば、本格的に読む時

には読みやすい。ただ本格的に読むことが少ないのでデータ配信だけでも良いかもしれない。 

一般・70代以上 電子ジャーナル化にしたら（講読）会員は減少すると思いますし、特に学生

や一般市民の会員も減少すると思います。会費の中で印刷して欲しい。郵送経費の負担増は個々

の会員の追加負担も可とする。 

一般・40代 退会する方が多くなるかもしれません。 

一般・60代 印刷分の pdf公開を進めていただけると嬉しいです。会員外にも広く成果を発信

するのも学会の役割と思います。 

一般・60代 電子ジャーナル化後もデータを印刷紙にプリントするため従来通りの印刷を希望

します。 

一般・70代以上 デジタル化の流れはやむを得ませんが、機械の故障で資料消滅の事例があり、

紙媒体も必要と感じます。この機会にお世話になった当会を退会したく存じます。（84 歳とな

りましたので） 

一般・70代以上 希望者には紙媒体の送付が理想的ですね。 

一般・60 代 電子ジャーナルは賛成。ただし、紙媒体がなくなるとネット環境の差によって、

利便性が損なわれることもあると思う。また、ネットではその時必要なものだけを見るように

なってしまい、特に若い人が広い視野を持つことが減るのではないかと思う。現在自分も通読

することによって主たる研究領域以外の知識を学んでいると思う。 

一般・60代 電子化されたものは読みにくいので個人 t形にはこれまで通りがいいと思う。普

及という意味では電子化も必要な面もある。 

一般・60代 研究書を持ちたくない研究者も増えているように思います。何か世の人間技術が

捨てられているように思うこの頃です。 

一般・30代 電子ジャーナルは検索性に優れるが、個人的には読む際には印刷しないと内容の

理解がしづらいため余計な印刷代がかかってしまう。印刷紙媒体の併用を希望します。また、

データ配信のみの方は現在よりも若干会費が安くなるような工夫が出来ると、会員増につなが

るのではと思います。 

一般・50代 一般公開の必要性と会員公開のバランスが必要。紙の発行に追加費が相当になれ

ばさらに会員減になるかもしれない。 

一般・50代 反対 

一般・60代 電子ジャーナル化は仕方ないと思いますが、そうなれば多分読まないでしょうね。 

一般・60代 電子ジャーナルと紙媒体の併用を望みます。紙媒体は無くすべきではないと考え

ます。（図書館の現状を考えた場合） 

一般・60代 電子ジャーナル化した場合、会費を下げていただきたい。 

一般・70代以上 電子化された場合、見る必要がなければ、見ないだろう。紙媒体だからパラ

パラ見ることが生じる。 

一般・60代 会誌の電子ジャーナル化は世の中の流れに乗っていく上で致し方ないとは思って

いますが、職場（旧制中学校以来の伝統を持つ高校）で明治、大正時代の資料に接している

と、”50 年先、100 年先、あるいはもっとその先、最終的に形として残っていくのは紙媒体で

はないのか”という思いがします。会誌もいずれ歴史資料となることを思うと、電子化には危

うさを感じずにはいられません。 

一般・60代 電子ジャーナル化は必要であろうが、紙媒体の利便性も確実にあるので、残して

もらいたい。やむ負えない場合は合併して年 2回の発行でも OK。 



一般・60代 データ配信にするなら現在会誌送付込みの会費を減額するのが基本だと思います。

データ通信だけになれば、将来への文化資産としての論文の保管、利用はどうなりますか？会

員内で検索可能だけでは将来の学生や研究者はどのように論文などを利用できますか？財政的

事情に加えて、学術文化の継承を狙う役割について再考してください。 

一般・60代 論文・研究報告は文書で欲しい。その他は電子ジャーナルでいい。 

一般・50代 電子ジャーナル化は今の社会情勢を考えると早急に実現すべきだと思います。 

一般・40代 昨今の印刷費、輸送費の上昇に伴う電子ジャーナル化の流れはやむ負えないもの

と考えます。ただ、考古学関係の書籍は印刷物としての需要は一定程度存在し、個人的には印

刷された媒体として手元に置いておきたいと考えます。 

一般・40代 オープンアクセス化の対応も含め、電子ジャーナル化は一定の理解は示すが、印

刷紙媒体は無くしてはならないと思う。 

一般・30代 電子ジャーナル化を歓迎します。 

一般・50代 紙媒体を続けてほしい。 

一般・40代 幅広い購読、利用促進のために電子ジャーナル化を進めることは大変良い取り組

みだと思います。紙媒体は当面の間は必要になると感じられるので、完全な電子化を中長期的

に見据えつつも、数年程度はハイブリット型の媒体提供が望ましいと思います。（予算が許せば

ですが…） 

一般・40 代 目次を事前に HP などで知らせてほしい。そうすれば必要な誌面のみを送付して

いただけることも可能では？予約制にすれば無駄な印刷コストを削減できるかと思う。 

一般・20代 是非電子化にして頂きたい。 

一般・60代 印刷コストが運営上のリスクとして大きいならば仕方ないことと思います。 

学生・50代 電子化されれば記事の検索が容易になるのでいいと思います！ 

一般・70代以上 印刷媒体はぜひ残して欲しいと思っています。 

一般・70代以上 年をとると電子媒体で読むのができない。なぜなら慣れないので身を入れて

読めず、疲れる。そのためわざわざ打ち出して読むので、印刷媒体を希望します。もし電子ジ

ャーナル化の場合は既刊を含めて表題、概要などのデータ化を希望します。 

一般・70代以上 そうなったら、会報、お知らせ、雑誌のほか小さな記事は読まれなくなり、読

者はもっぱら自分の専門分野に関わる論文だけを読むことになる。しかも、今の考研にはどう

しても読みたいという論文は少ないので会員は激減することでしょう。冊子でこれまでもって

きた会の存在感は著しく廃れ、いずれ閉会に追い込まれると思います。電子ジャーナルが必然

の流れとすると、冊子体と併用が生き延びる道だと思います。電子ジャーナルだけになった時

は私は退会するほかありません。 

一般・40代 会員は電子ジャーナルで良いと思いますが、図書館などの機関は印刷紙媒体の配

架が必要だと思います。バックナンバー全ての電子化を望みます。 

一般・70代以上 併用を前提にご検討ください。 

無記入 定年退職を過ぎ、再雇用後も文化財関係、職場への移動希望も通らず、まもなく再雇

用も終了に近づいております。今後は、文化財関係の仕事に携わる職場に再々就職の先もない

のでそろそろ区切りを付ける意味も含め身辺整理も始めています。つきましては今年度をもっ

て… 

一般・70 代以上 基本的には賛成である。現在は、過去の刊行物も画像化している。（但し読

む時は紙出力が多い）但し、いずれの形態となりにせよ、読者は肉眼で誌面を見、読むことと

なるという前提を忘れないで編集（原稿作成）を行なってもらいたい。印刷技術の向上により、

高密度化。表現の多様化が進んだためかもしれないが、凡そ肉眼では見えないような図を詰め



込んだり、複雑な階調、色使いで判然としない図をしたり、微紙文字で太罫の表等を並べる等、

読むためのものではないようなものを拝見する。この点について考慮願いたい。 

一般・50代 時代の流れなのである程度はやむをえないことではありますが、公共図書館で閲

覧することができる等、特に若い方々の執筆業績が広く共有されるような措置が講じられるこ

とを願います。平和運動に対する取組みなど会員外にも広く知られるべきこともありますので、

公共図書館での配架等にできるだけ悪い影響が及ばないような工夫が必要と思います。 

一般・20代 基本的に賛成です。ただ、紙媒体での閲覧の選択肢も残していただけますと幸い

です。 

一般・60代 そろそろ会員を終えようかとも思っております。 

一般・60 代 ほぼ 40 年間読ませていただいた会誌が印刷物でなくなるのは残念です。ただ世

の中を見まわすと仕方ないのでしょうか。 

一般・70代以上 慣れているので印刷会誌がなくなれば退会すると思います。 

一般・60代 自分はアナログ人間なので電子ジャーナル化に対しては反対です。 

一般・40 代 編集等で大変な手間をかけて毎号をつくり、お届けくださり御礼申し上げます。

印刷にあたっても、丁合、誤字脱字等の確認もあり、煩わしい作業にも時間がかかります。電

子化によって少しでもさらに丁寧な編集等の時間を確保し、訂正にも速やかに対応できるもの

であれば、電子化のメリットがあるように思います。 

一般・70代以上 長い間ありがとうございました。2024年度末退会希望 

一般・50代 全てを電子化ということには反対します。確実に後世に残すためには、少数でも

紙の発行が必要と考えます。 

 

法人 ①に関してデータ配信ですと図書館では利用者に提供できません。Jstageやリポジトリ

などプラットフォームに掲載していただくことを希望します。 

法人 海外の大学図書館納品ですので印刷媒体を希望します。 

法人 電子ジャーナル化には問題ないと思います。図書館での管理上、印刷物での送付を希望

する次第です。 

法人 学校現場で電子ジャーナルはデータの保管などの点で不便です。従来の印刷紙の送付を

希望します。 

法人 冊子体は手軽に手に取って閲覧いただけるので、特に学生にとっては、気を引けるメリ

ットがあると思います。考古学としての教科のない本学こそ冊子体の継続を希望します。 

法人 どうぞよろしくお願いいたします。●大学●図書館 資料収集担当 

法人 電子ジャーナル化に反対ではないが、完全にデジタル化するのであれば、年会費は減額

するべきと考える。 

法人 昨今の学会誌刊行の状況として、電子ジャーナル化の流れはやむをえないものと思われ

る。その場合、無料のフリーアクセス化が望ましい。有料化の場合、ID/PW でのログイン形式

だと、管理の手間があるため、学内で利用している IPアドレスを登録し、その範囲内での利用

ができる形での公開を望む。また、年間のアクセス数が確認できる形が望ましい。 

法人 電子ジャーナル化は時流に沿ったもので賛成ですが、デジタル化に伴って、紙媒体を廃

止するのはいかがなものかと思います。 

法人 単独での電子ジャーナル化では高額になるため購入への継続は難しいです。J-stage へ

の登録を希望します。 


